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1. 研究背景 

イオン計測は血液検査などにおいて必要不

可欠な技術である．しかし，現在使われている

イオン計測法では参照電極が必要である．この

方法では参照電極を溶液に浸す必要があり、あ

る程度のサンプル量が要求される．参照電極を

使わずにイオンを検出する方法として，テラヘ

ルツ波ケミカル顕微鏡（ TCM： Terahertz 

Chemical Microscope）を用いたカルシウムイオ

ンの測定を行った．イオン計測の際には，目的

イオン以外のイオンが存在することがある．本

研究では，TCM を用いて，カルシウムイオン

のみを検出することを目標に研究を行った． 

2. 実験内容 

測定前に，TCM で THz 発生素子として用い

るセンシングプレート上にカルシウムイオン

のみを選択的に取り込むカルシウムイオン感

応膜を作成した．その後，カルシウムイオン，

ナトリウムイオン，カリウムイオンを含む溶液

をそれぞれ滴下し，測定を行った．また，イオ

ン応答電界効果トランジスタ(ISFET)を用いて

同様の測定を行い TCMを用いた測定と比較し

た． 

3. 実験結果 

図１は３種類のイオンを含む溶液と Milli-Q

を滴下した場合のテラヘルツ波振幅分布図で

ある．図２はウェル内のテラヘルツ波振幅の平

均値を表している． 

 

Fig.1 Terahertz wave amplitude distribution for solutions 

containing three types of ions and Milli-Q 

 

Fig. 2 THz amplitude compared to Milli-q 

0.001mol/L のカルシウムイオン溶液を滴下

した場合のみ，テラヘルツ振幅が大きくなって

いることがわかる．よって，TCM を用いてカ

ルシウムイオンのみを選択的に検出すること

ができることができることが示唆された． 
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